
(57)【要約】

【課題】カッタ移動装置及び方法とカッタ交換方法とト

ンネル掘削機において、カッタ交換作業の作業性及び安

全性の向上を図ると共に装置の簡素化を図る。

【解決手段】カッタスポーク１８内にアウタリング３３

を回転自在に支持し、アウタリング３３の偏心位置にイ

ンナリング３５を回転自在に支持し、インナリング３５

の偏心位置にスライドリング３７を回転自在に支持して

ディスクカッタ１９を装着し、回転ジャッキ４５により

アウタリング３３を一方方向に回転することでインナリ

ング３５を逆方向に回転してスライドリング３７を前後

に移動可能とすると共に、移動ジャッキ５８によりイン

ナリング３５を介してスライドリング３７をカッタヘッ

ド１７の径方向に沿って移動可能とする。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
カ ッ タ ヘ ッ ド に 設 け ら れ た 第 １ 回 転 盤 と 、 該 第 １ 回 転 盤 の 中 心 か ら 偏 心 し た 位 置 に 内 装 さ
れ た 第 ２ 回 転 盤 と 、 該 第 ２ 回 転 盤 に 内 装 さ れ て 先 端 部 が 掘 進 方 向 前 方 を 向 く カ ッ タ と 、 前
記 第 １ 回 転 盤 あ る い は 前 記 第 ２ 回 転 盤 を 一 方 方 向 に 回 転 す る こ と で 前 記 他 方 の 回 転 盤 を 他
方 方 向 に 回 転 し て 前 記 カ ッ タ を 掘 進 方 向 前 方 あ る い は 後 方 に 移 動 さ せ る 第 １ 移 動 機 構 と を
具 え た こ と を 特 徴 と す る カ ッ タ 移 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の カ ッ タ 移 動 装 置 に お い て 、 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド と 前 記 カ ッ タ と の 間 に は 、 前
記 第 １ 移 動 機 構 に よ り 移 動 す る 前 記 カ ッ タ の 姿 勢 を 保 持 す る ガ イ ド 機 構 が 設 け ら れ た こ と
を 特 徴 と す る カ ッ タ 移 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ 記 載 の カ ッ タ 移 動 装 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 回 転 盤 の 中 心 か ら 偏 心 し た 位 置 に 第 ３
回 転 盤 が 内 装 さ れ 、 該 第 ３ 回 転 盤 に 前 記 カ ッ タ が 装 着 さ れ て お り 、 前 記 ガ イ ド 機 構 は 、 該
移 動 盤 の 回 転 方 向 の 姿 勢 を 拘 束 す る こ と で 、 前 記 カ ッ タ の 向 き を 保 持 す る こ と を 特 徴 と す
る カ ッ タ 移 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ 記 載 の カ ッ タ 移 動 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ 回 転 盤 に 対 す る 前 記 第 ２ 回 転 盤 の 偏 心
量 と 、 前 記 第 ２ 回 転 盤 に 対 す る 前 記 移 動 盤 の 偏 心 量 を 同 量 に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る カ
ッ タ 移 動 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 記 載 の カ ッ タ 移 動 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ 移 動 機 構 は 、 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド の 中 心
側 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 回 転 盤 あ る い 前 記 第 ２ 回 転 盤 に 連 結 さ れ た こ と を 特 徴 と す る カ ッ
タ 移 動 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ 記 載 の カ ッ タ 移 動 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ 移 動 機 構 は 、 前 記 カ ッ タ を 前 記 第 １ 回
転 盤 の 中 心 を 通 る 直 線 方 向 に 沿 っ て 移 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る カ ッ タ 移 動 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ 記 載 の カ ッ タ 移 動 装 置 に お い て 、 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド は そ の 中 心 部 か ら 放 射 状 に 配
設 さ れ た 複 数 の カ ッ タ ス ポ ー ク を 有 し 、 該 カ ッ タ ス ポ ー ク 内 に 前 記 第 １ 回 転 盤 と 前 記 第 ２
回 転 盤 と 前 記 カ ッ タ が 収 容 さ れ た こ と を 特 徴 と す る カ ッ タ 移 動 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ 記 載 の カ ッ タ 移 動 装 置 に お い て 、 前 記 カ ッ タ が 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド か ら 掘 進 方 向 前
方 に 突 出 し た 位 置 で 、 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド と 前 記 第 １ 回 転 盤 と 前 記 第 ２ 回 転 盤 を 貫 通 し て 掘
進 方 向 に 沿 っ た 土 砂 排 出 孔 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る カ ッ タ 移 動 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ８ 記 載 の カ ッ タ 移 動 装 置 に お い て 、 前 記 カ ッ タ が 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド に 収 納 し た 位 置
で 、 前 記 土 砂 排 出 孔 を 閉 止 す る 蓋 が 前 記 第 １ 回 転 盤 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る カ ッ タ
移 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ８ 記 載 の カ ッ タ 移 動 装 置 に お い て 、 前 記 カ ッ タ が 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド に 収 納 し た 位 置
で 、 前 記 土 砂 排 出 孔 を 閉 止 す る 蓋 が 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド と 前 記 第 １ 回 転 盤 と の 間 に 設 け ら れ
た こ と を 特 徴 と す る カ ッ タ 移 動 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ 記 載 の カ ッ タ 移 動 装 置 に お い て 、 前 記 カ ッ タ を 内 装 し た 前 記 第 ２ 回 転 盤 あ る い は
該 カ ッ タ 及 び 該 第 ２ 回 転 盤 を 内 装 し た 前 記 第 １ 回 転 盤 を 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド の 中 心 側 に 移 動
す る 第 ２ 移 動 機 構 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る カ ッ タ 移 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
カ ッ タ ヘ ッ ド に 設 け ら れ た 第 １ 回 転 盤 を 一 方 方 向 に 回 転 す る こ と で 、 該 第 １ 回 転 盤 の 偏 心
位 置 に 内 装 さ れ た 第 ２ 回 転 盤 を 他 方 方 向 に 回 転 し 、 該 第 ２ 回 転 盤 の 偏 心 位 置 に 内 装 さ れ て
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前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド の 突 出 位 置 に あ る カ ッ タ を 後 方 の 収 納 位 置 に 移 動 し 、 続 い て 該 収 納 位 置
に あ る 前 記 カ ッ タ を 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド の 中 心 側 に 移 動 し て 交 換 す る こ と を 特 徴 と す る カ ッ
タ 交 換 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 １ ２ 記 載 の カ ッ タ 交 換 方 法 に お い て 、 前 記 第 １ 移 動 機 構 に よ る 前 記 カ ッ タ の 前 記 収
納 位 置 へ の 移 動 に 同 期 し て 、 前 記 第 １ 回 転 盤 が 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド の 前 後 方 向 に 貫 通 し て 設
け ら れ た 土 砂 排 出 孔 を 閉 止 す る こ と を 特 徴 と す る カ ッ タ 交 換 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
カ ッ タ ヘ ッ ド に 設 け ら れ た 第 １ 回 転 盤 を 一 方 方 向 に 回 転 す る こ と で 、 該 第 １ 回 転 盤 の 偏 心
位 置 に 内 装 さ れ た 第 ２ 回 転 盤 を 他 方 方 向 に 回 転 し 、 該 第 ２ 回 転 盤 の 偏 心 位 置 に 内 装 さ れ て
前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド の 収 納 位 置 に あ る 予 備 カ ッ タ を 前 方 に 移 動 し 、 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド に 設 け
ら れ た 固 定 カ ッ タ よ り 突 出 し た 突 出 位 置 に 移 動 す る こ と を 特 徴 と す る カ ッ タ 移 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
筒 状 を な す 掘 削 機 本 体 と 、 該 掘 削 機 本 体 を 前 進 さ せ る 推 進 ジ ャ ッ キ と 、 前 記 掘 削 機 本 体 の
前 部 に 駆 動 回 転 可 能 に 装 着 さ れ て 放 射 状 に 装 着 さ れ た 複 数 の カ ッ タ ス ポ ー ク を 有 す る カ ッ
タ ヘ ッ ド と 、 該 カ ッ タ ス ポ ー ク 内 に そ の 長 手 方 向 に 沿 っ た 軸 心 を も っ て 回 動 自 在 に 装 着 さ
れ た 第 １ 回 転 盤 と 、 該 第 １ 回 転 盤 の 中 心 か ら 偏 心 し た 位 置 に 内 装 さ れ た 第 ２ 回 転 盤 と 、 該
第 ２ 回 転 盤 に 内 装 さ れ て 先 端 部 が 掘 進 方 向 前 方 を 向 く カ ッ タ と 、 前 記 第 １ 回 転 盤 あ る い 前
記 第 ２ 回 転 盤 を 一 方 方 向 に 回 転 す る こ と で 前 記 他 方 の 回 転 盤 を 他 方 方 向 に 回 転 し て 前 記 カ
ッ タ を 掘 進 方 向 前 方 あ る い は 後 方 に 移 動 さ せ る 第 １ 移 動 機 構 と 、 前 記 カ ッ タ を 内 装 し た 前
記 第 ２ 回 転 盤 あ る い は 該 カ ッ タ 及 び 該 第 ２ 回 転 盤 を 内 装 し た 前 記 第 １ 回 転 盤 を 前 記 カ ッ タ
ヘ ッ ド の 中 心 側 に 移 動 す る 第 ２ 移 動 機 構 と を 具 え た こ と を 特 徴 と す る ト ン ネ ル 掘 削 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 デ ィ ス ク カ ッ タ や カ ッ タ ビ ッ ト な ど の カ ッ タ を 移 動 可 能 と し た カ ッ タ 移 動 装 置
及 び 方 法 、 並 び に こ の カ ッ タ 移 動 方 法 を 利 用 し た カ ッ タ 交 換 方 法 、 ト ン ネ ル 掘 削 機 に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 的 な シ ー ル ド 掘 削 機 は 、 円 筒 形 状 を な す 掘 削 機 本 体 の 前 部 に 駆 動 回 転 可 能 な カ ッ タ ヘ
ッ ド が 回 転 自 在 に 装 着 さ れ 、 こ の カ ッ タ ヘ ッ ド に デ ィ ス ク カ ッ タ や カ ッ タ ビ ッ ト が 多 数 取
付 け ら れ る 一 方 、 後 部 に 掘 削 機 本 体 を 前 進 さ せ る 多 数 の シ ー ル ド ジ ャ ッ キ が 装 着 さ れ る と
共 に 、 既 設 ト ン ネ ル の 内 壁 面 に セ グ メ ン ト を 組 み 付 け る エ レ ク タ 装 置 が 装 着 さ れ て 構 成 さ
れ て い る 。 従 っ て 、 カ ッ タ ヘ ッ ド を 回 転 し な が ら シ ー ル ド ジ ャ ッ キ を 伸 長 さ せ る と 、 既 設
セ グ メ ン ト か ら の 掘 削 反 力 を 得 て 掘 削 機 本 体 が 前 進 し 、 デ ィ ス ク カ ッ タ や カ ッ タ ビ ッ ト が
前 方 の 地 盤 を 掘 削 し 、 ト ン ネ ル を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
近 年 、 ト ン ネ ル は 長 距 離 化 の 傾 向 に あ り 、 ト ン ネ ル 掘 削 の 作 業 中 に カ ッ タ ヘ ッ ド に 装 着 さ
れ た デ ィ ス ク カ ッ タ や カ ッ タ ビ ッ ト が 摩 耗 し て し ま う 。 こ の デ ィ ス ク カ ッ タ や カ ッ タ ビ ッ
ト が 摩 耗 す る と 、 地 盤 の 掘 削 効 率 が 低 下 す る の で 掘 削 作 業 を 停 止 し て 磨 耗 し た 各 カ ッ タ を
交 換 し な け れ ば な ら な い 。 と こ ろ が 、 こ の カ ッ タ の 交 換 作 業 は 、 切 羽 と バ ル ク ヘ ッ ド と の
間 の チ ャ ン バ を 含 む 空 間 内 の 泥 水 や 掘 削 土 砂 を 外 部 に 排 出 し 、 こ の 空 間 に 空 気 を 供 給 し て
圧 気 す る こ と で 、 切 羽 の 崩 落 を 抑 制 し た 状 態 で 、 作 業 者 が こ の 圧 気 空 間 に 入 っ て デ ィ ス ク
カ ッ タ や カ ッ タ ビ ッ ト の 交 換 作 業 を 行 っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 作 業 者 が 切 羽 側 や チ ャ ン バ に 出 る こ と な く 、 機 内 で 磨 耗 し た デ ィ ス ク カ ッ タ や カ
ッ タ ビ ッ ト を 新 し い も の と 交 換 可 能 と し た も の が 、 例 え ば 、 下 記 に 示 す 特 許 文 献 １ に 記 載
さ れ て い る 。 こ の 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た カ ッ タ ビ ッ ト 交 換 方 法 及 び 装 置 は 、 シ ー ル ド フ
レ ー ム の 前 部 隔 壁 に 筒 体 を 前 後 方 向 に 移 動 自 在 と し 、 こ の 筒 体 を カ ッ タ フ レ ー ム の 背 面 に
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カ ッ タ ビ ッ ト 及 び そ の 装 着 穴 を 取 り 囲 む よ う に 当 接 し 、 筒 体 の 内 部 か ら 装 着 穴 に 装 着 さ れ
た カ ッ タ ビ ッ ト を 機 内 側 に 引 き 抜 く と 共 に 、 球 体 部 材 に よ り 装 着 穴 を 閉 塞 し 、 機 内 で カ ッ
タ ビ ッ ト の 交 換 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ０ ２ ４ １ ２ ９ ６ ３
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 、 上 述 し た 従 来 の カ ッ タ ビ ッ ト 交 換 方 法 及 び 装 置 に あ っ て は 、 カ ッ タ フ レ ー ム に
装 着 さ れ た 多 数 の カ ッ タ ビ ッ ト に 対 応 し て 、 シ ー ル ド フ レ ー ム に 多 数 の 筒 体 を 装 着 す る 必
要 が あ り 、 構 造 が 複 雑 に な る と 共 に 装 置 が 大 型 化 し て し ま う と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る も の で あ っ て 、 カ ッ タ 交 換 作 業 の 作 業 性 及 び 安 全 性 の
向 上 を 図 る と 共 に 装 置 の 簡 素 化 を 図 っ た カ ッ タ 移 動 装 置 及 び 方 法 と カ ッ タ 交 換 方 法 と ト ン
ネ ル 掘 削 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め の 請 求 項 １ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 は 、 カ ッ タ ヘ ッ ド に 設 け ら
れ た 第 １ 回 転 盤 と 、 該 第 １ 回 転 盤 の 中 心 か ら 偏 心 し た 位 置 に 内 装 さ れ た 第 ２ 回 転 盤 と 、 該
第 ２ 回 転 盤 に 内 装 さ れ て 先 端 部 が 掘 進 方 向 前 方 を 向 く カ ッ タ と 、 前 記 第 １ 回 転 盤 あ る い は
前 記 第 ２ 回 転 盤 を 一 方 方 向 に 回 転 す る こ と で 前 記 他 方 の 回 転 盤 を 他 方 方 向 に 回 転 し て 前 記
カ ッ タ を 掘 進 方 向 前 方 あ る い は 後 方 に 移 動 さ せ る 第 １ 移 動 機 構 と を 具 え た こ と を 特 徴 と す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ２ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 で は 、 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド と 前 記 カ ッ タ と の 間 に は 、 前 記
第 １ 移 動 機 構 に よ り 移 動 す る 前 記 カ ッ タ の 姿 勢 を 保 持 す る ガ イ ド 機 構 が 設 け ら れ た こ と を
特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ３ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 で は 、 前 記 第 ２ 回 転 盤 の 中 心 か ら 偏 心 し た 位 置 に 移 動 盤
が 内 装 さ れ 、 該 移 動 盤 に 前 記 カ ッ タ が 装 着 さ れ て お り 、 前 記 ガ イ ド 機 構 は 、 該 移 動 盤 の 回
転 方 向 の 姿 勢 を 拘 束 す る こ と で 、 前 記 カ ッ タ の 向 き を 保 持 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ４ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 で は 、 前 記 第 １ 回 転 盤 に 対 す る 前 記 第 ２ 回 転 盤 の 偏 心 量
と 、 前 記 第 ２ 回 転 盤 に 対 す る 前 記 移 動 盤 の 偏 心 量 を 同 量 に 設 定 し た こ と を 特 徴 と し て い る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ５ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 で は 、 前 記 第 １ 移 動 機 構 は 、 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド の 中 心 側
に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 回 転 盤 あ る い 前 記 第 ２ 回 転 盤 に 連 結 さ れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ６ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 で は 、 前 記 第 １ 移 動 機 構 は 、 前 記 カ ッ タ を 前 記 第 １ 回 転
盤 の 中 心 を 通 る 直 線 方 向 に 沿 っ て 移 動 さ せ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ７ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 で は 、 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド は そ の 中 心 部 か ら 放 射 状 に 配 設
さ れ た 複 数 の カ ッ タ ス ポ ー ク を 有 し 、 該 カ ッ タ ス ポ ー ク 内 に 前 記 第 １ 回 転 盤 と 前 記 第 ２ 回
転 盤 と 前 記 カ ッ タ が 収 容 さ れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ８ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 で は 、 前 記 カ ッ タ が 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド か ら 掘 進 方 向 前 方
に 突 出 し た 位 置 で 、 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド と 前 記 第 １ 回 転 盤 と 前 記 第 ２ 回 転 盤 を 貫 通 し て 掘 進
方 向 に 沿 っ た 土 砂 排 出 孔 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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請 求 項 ９ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 で は 、 前 記 カ ッ タ が 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド に 収 納 し た 位 置 で
、 前 記 土 砂 排 出 孔 を 閉 止 す る 蓋 が 前 記 第 １ 回 転 盤 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 １ ０ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 で は 、 前 記 カ ッ タ が 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド に 収 納 し た 位 置
で 、 前 記 土 砂 排 出 孔 を 閉 止 す る 蓋 が 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド と 前 記 第 １ 回 転 盤 と の 間 に 設 け ら れ
た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 １ １ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 で は 、 前 記 カ ッ タ を 内 装 し た 前 記 第 ２ 回 転 盤 あ る い は
該 カ ッ タ 及 び 該 第 ２ 回 転 盤 を 内 装 し た 前 記 第 １ 回 転 盤 を 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド の 中 心 側 に 移 動
す る 第 ２ 移 動 機 構 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 請 求 項 １ ２ の 発 明 の カ ッ タ 交 換 方 法 は 、 カ ッ タ ヘ ッ ド に 設 け ら れ た 第 １ 回 転 盤 を 一
方 方 向 に 回 転 す る こ と で 、 該 第 １ 回 転 盤 の 偏 心 位 置 に 内 装 さ れ た 第 ２ 回 転 盤 を 他 方 方 向 に
回 転 し 、 該 第 ２ 回 転 盤 の 偏 心 位 置 に 内 装 さ れ て 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド の 突 出 位 置 に あ る カ ッ タ
を 後 方 の 収 納 位 置 に 移 動 し 、 続 い て 該 収 納 位 置 に あ る 前 記 カ ッ タ を 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド の 中
心 側 に 移 動 し て 交 換 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 １ ３ の 発 明 の カ ッ タ 交 換 方 法 で は 、 前 記 第 １ 移 動 機 構 に よ る 前 記 カ ッ タ の 前 記 収 納
位 置 へ の 移 動 に 同 期 し て 、 前 記 第 １ 回 転 盤 が 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド の 前 後 方 向 に 貫 通 し て 設 け
ら れ た 土 砂 排 出 孔 を 閉 止 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 請 求 項 １ ４ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 方 法 は 、 カ ッ タ ヘ ッ ド に 設 け ら れ た 第 １ 回 転 盤 を 一
方 方 向 に 回 転 す る こ と で 、 該 第 １ 回 転 盤 の 偏 心 位 置 に 内 装 さ れ た 第 ２ 回 転 盤 を 他 方 方 向 に
回 転 し 、 該 第 ２ 回 転 盤 の 偏 心 位 置 に 内 装 さ れ て 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド の 収 納 位 置 に あ る 予 備 カ
ッ タ を 前 方 に 移 動 し 、 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド に 設 け ら れ た 固 定 カ ッ タ よ り 突 出 し た 突 出 位 置 に
移 動 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 請 求 項 １ ５ の 発 明 の ト ン ネ ル 掘 削 機 は 、 筒 状 を な す 掘 削 機 本 体 と 、 該 掘 削 機 本 体 を
前 進 さ せ る 推 進 ジ ャ ッ キ と 、 前 記 掘 削 機 本 体 の 前 部 に 駆 動 回 転 可 能 に 装 着 さ れ て 放 射 状 に
装 着 さ れ た 複 数 の カ ッ タ ス ポ ー ク を 有 す る カ ッ タ ヘ ッ ド と 、 該 カ ッ タ ス ポ ー ク 内 に そ の 長
手 方 向 に 沿 っ た 軸 心 を も っ て 回 動 自 在 に 装 着 さ れ た 第 １ 回 転 盤 と 、 該 第 １ 回 転 盤 の 中 心 か
ら 偏 心 し た 位 置 に 内 装 さ れ た 第 ２ 回 転 盤 と 、 該 第 ２ 回 転 盤 に 内 装 さ れ て 先 端 部 が 掘 進 方 向
前 方 を 向 く カ ッ タ と 、 前 記 第 １ 回 転 盤 あ る い 前 記 第 ２ 回 転 盤 を 一 方 方 向 に 回 転 す る こ と で
前 記 他 方 の 回 転 盤 を 他 方 方 向 に 回 転 し て 前 記 カ ッ タ を 掘 進 方 向 前 方 あ る い は 後 方 に 移 動 さ
せ る 第 １ 移 動 機 構 と 、 前 記 カ ッ タ を 内 装 し た 前 記 第 ２ 回 転 盤 あ る い は 該 カ ッ タ 及 び 該 第 ２
回 転 盤 を 内 装 し た 前 記 第 １ 回 転 盤 を 前 記 カ ッ タ ヘ ッ ド の 中 心 側 に 移 動 す る 第 ２ 移 動 機 構 と
を 具 え た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 １ に 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る カ ッ タ 移 動 装 置 を 適 用 し た ト ン ネ ル 掘 削 機 の 概 略 断 面
、 図 ２ に 図 １ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 断 面 、 図 ３ に 図 １ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 断 面 、 図 ４ に デ ィ ス ク カ ッ
タ の 交 換 作 業 を 表 す ト ン ネ ル 掘 削 機 の 要 部 概 略 、 図 ５ に デ ィ ス ク カ ッ タ の 交 換 作 業 を 表 す
カ ッ タ ス ポ ー ク の 断 面 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
第 １ 実 施 形 態 の ト ン ネ ル 掘 削 機 に お い て 、 図 １ に 示 す よ う に 、 掘 削 機 本 体 １ １ は 円 筒 形 状
を な し 、 前 部 に バ ル ク ヘ ッ ド １ ２ が 取 付 け ら れ て い る 。 こ の バ ル ク ヘ ッ ド １ ２ に は 一 対 の
軸 受 １ ３ ， １ ４ に よ っ て 回 転 リ ン グ １ ５ が 回 転 自 在 に 支 持 さ れ 、 こ の 回 転 リ ン グ １ ５ に は
円 錐 形 状 を な す セ ン タ コ ー ン １ ６ を 介 し て カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ が 連 結 さ れ て い る 。 こ の カ ッ
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タ ヘ ッ ド １ ７ は 、 中 心 部 か ら 放 射 状 に 設 け ら れ た 複 数 の カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ を 有 し て お り
、 こ の カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ に デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ が 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ て い る 。 ま た 、 各
カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ の 側 部 に は 多 数 の カ ッ タ ビ ッ ト ２ ０ が 固 定 さ れ る と 共 に 、 土 砂 取 込 開
口 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 回 転 リ ン グ １ ５ の 後 部 に は リ ン グ ギ ア ２ １ が 固 定 さ れ る 一 方 、 掘 削 機 本 体 １ １ に は
カ ッ タ 旋 回 モ ー タ ２ ２ が 取 付 け ら れ 、 こ の カ ッ タ 旋 回 モ ー タ ２ ２ の 駆 動 ギ ア ２ ３ が こ の リ
ン グ ギ ア ２ １ に 噛 み 合 っ て い る 。 従 っ て 、 カ ッ タ 旋 回 モ ー タ ２ ２ を 駆 動 し て 駆 動 ギ ア ２ ３
を 回 転 駆 動 す る と 、 リ ン グ ギ ア ２ １ 、 回 転 リ ン グ １ ５ 、 セ ン タ コ ー ン １ ６ を 介 し て カ ッ タ
ヘ ッ ド １ ７ を 回 転 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ と 掘 削 機 本 体 １ １ の バ ル ク ヘ ッ ド １ ２ と の 間 に チ ャ ン バ ２ ４ が 形
成 さ れ て お り 、 掘 削 機 本 体 １ １ に 前 傾 状 態 に 配 設 さ れ た ス ク リ ュ ー コ ン ベ ヤ ２ ５ の 前 端 部
が こ の チ ャ ン バ ２ ３ 内 に 開 口 し て い る 。 更 に 、 掘 削 機 本 体 の 後 部 に は 複 数 の シ ー ル ド ジ ャ
ッ キ （ 推 進 ジ ャ ッ キ ） が 並 設 さ れ て お り 、 こ の シ ー ル ド ジ ャ ッ キ を 後 方 に 伸 長 し て 既 設 セ
グ メ ン ト に 押 し 付 け る こ と で 、 そ の 反 力 に よ り 掘 削 機 本 体 １ １ を 前 進 す る こ と が で き る 。
ま た 、 掘 削 機 本 体 の 後 部 に は 既 設 ト ン ネ ル の 内 壁 面 に セ グ メ ン ト を 組 立 て る エ レ ク タ 装 置
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
と こ ろ で 、 本 実 施 形 態 の ト ン ネ ル 掘 削 機 に あ っ て は 、 前 述 し た カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ の カ ッ タ
ス ポ ー ク １ ８ に 装 着 さ れ た デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ を 掘 削 機 本 体 １ １ 側 か ら 交 換 可 能 と な っ て
い る 。 即 ち 、 ト ン ネ ル を 所 定 長 さ 掘 削 し て デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ が 摩 耗 し た と き や 、 シ ー ト
パ イ ル や Ｈ 型 鋼 杭 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 杭 な ど に 障 害 物 に 接 触 し て 破 損 し た と き に は 、 こ の
摩 耗 あ る い は 破 損 し た デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ を 新 し い も の と 交 換 し 、 掘 削 作 業 を 継 続 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 述 し た カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ に お い て 、 図 １ 乃 至 図 ３ に 示 す よ う に 、 カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ は
円 筒 形 状 を な し 、 所 定 の 位 置 に 支 持 壁 ３ １ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 支 持 壁 ３ １ の 内 面 に は
カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ の 中 心 Ｏ １ 　 を 通 る ガ イ ド 溝 ３ ２ が 掘 進 方 向 に 沿 っ た 直 線 状 を な し て
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ア ウ タ リ ン グ （ 第 １ 回 転 盤 ） ３ ３ は 外 周 面 が 円 形 状 を な し 、 カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ の 内 周 面
に 嵌 合 し 、 カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ の 中 心 Ｏ １ 　 を 支 点 と し て 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 こ
の ア ウ タ リ ン グ ３ ３ に は そ の 中 心 Ｏ １ 　 か ら 所 定 距 離 Ｌ １ 　 だ け 偏 心 し た 点 Ｏ ２ 　 を 中 心
と し た 偏 心 孔 ３ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 偏 心 孔 ３ ４ に イ ン ナ リ ン グ （ 第 ２ 回 転 盤 ） ３ ５
が 内 装 さ れ 、 中 心 Ｏ １ 　 か ら 所 定 距 離 Ｌ １ 　 だ け 偏 心 し た 中 心 Ｏ ２ 　 を 支 点 と し て 回 転 自
在 に 嵌 合 し て い る 。 そ し て 、 こ の イ ン ナ リ ン グ ３ ５ に は そ の 中 心 Ｏ ２ 　 か ら 所 定 距 離 Ｌ ２

　 だ け 偏 心 し た 点 Ｏ ３ 　 を 中 心 と し た 位 置 に 偏 心 孔 ３ ６ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 偏 心 孔 ３
６ に ス ラ イ ド リ ン グ （ 第 ２ 回 転 盤 ） ３ ７ が 内 装 さ れ 、 イ ン ナ リ ン グ ３ ５ と 相 対 回 転 自 在 に
嵌 合 し て い る 。 こ の 場 合 、 ア ウ タ リ ン グ ３ ３ の 中 心 Ｏ １ 　 と イ ン ナ リ ン グ ３ ５ の 中 心 Ｏ ２

　 と の 偏 心 量 Ｌ １ 　 と 、 イ ン ナ リ ン グ ３ ５ の 中 心 Ｏ ２ 　 と ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ の 中 心 Ｏ ３

　 と の 偏 心 量 Ｌ ２ 　 と が 同 量 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
そ し て 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ の 前 部 に は カ ッ タ ホ ル ダ ３ ８ が 固 定 さ れ 、 こ の カ ッ タ ホ ル ダ
３ ８ に デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ の 回 転 軸 ３ ９ が 装 着 さ れ 、 カ ッ タ ホ ル ダ ３ ８ に 押 え 金 具 ４ ０ が
固 定 さ れ て 支 持 さ れ て い る 。 従 っ て 、 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ は ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ の 前 部 に
掘 進 方 向 前 方 を 向 い て 保 持 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ の 下 面 に は ガ イ ド 突 起 ４ １ が そ の 中 心 Ｏ ３ 　 を 通 っ て 前 後 方 向
に 沿 っ て 形 成 さ れ て お り 、 こ の ガ イ ド 突 起 ４ １ が 支 持 壁 ３ １ の ガ イ ド 溝 ３ ２ に 移 動 自 在 に
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嵌 合 し て い る 。 こ の 場 合 、 ガ イ ド 突 起 ４ １ と ガ イ ド 溝 ３ ２ が 、 カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ と デ ィ ス
ク カ ッ タ １ ９ と の 間 に 設 け ら れ た ガ イ ド 機 構 を 構 成 し て お り 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ は こ の
ガ イ ド 溝 ３ ２ に 沿 っ て 前 後 移 動 可 能 で あ る と 共 に 回 転 不 能 に 支 持 さ れ る こ と で 、 デ ィ ス ク
カ ッ タ １ ９ は 前 方 を 向 い た 姿 勢 に 拘 束 さ れ た ま ま の 状 態 で 、 前 後 方 向 に 移 動 可 能 と な っ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
更 に 、 ア ウ タ リ ン グ ３ ３ の 下 面 に は ブ ラ ケ ッ ト ４ ２ を 介 し て ２ つ の 連 結 部 ４ ３ ， ４ ４ が 設
け ら れ て い る 。 一 方 、 カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ の 中 心 部 （ セ ン タ コ ー ン １ ６ ） に は 第 １ 移 動 機 構
と し て の 回 転 ジ ャ ッ キ ４ ５ が 前 後 方 向 に 沿 っ て 装 着 可 能 と な っ て お り 、 こ の 回 転 ジ ャ ッ キ
４ ５ の 駆 動 ロ ッ ド ４ ６ の 先 端 部 が 径 方 向 に 沿 っ た 連 結 ロ ッ ド ４ ７ を 介 し て 各 連 結 部 ４ ３ ，
４ ４ に 連 結 可 能 と な っ て い る 。 従 っ て 、 通 常 掘 削 時 に は 、 カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ に は 回 転 ジ ャ
ッ キ ４ ５ や 連 結 ロ ッ ド ４ ７ は 装 着 さ れ て お ら ず 、 ア ウ タ リ ン グ ３ ３ の 各 連 結 部 ４ ３ ， ４ ４
に は 何 も 連 結 さ れ て い な い 。 一 方 、 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ の 交 換 時 に は 、 カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７
に 回 転 ジ ャ ッ キ ４ ５ を 装 着 し 、 駆 動 ロ ッ ド ４ ６ の 先 端 部 を 連 結 ロ ッ ド ４ ７ を 介 し て 各 連 結
部 ４ ３ （ あ る い は 連 結 部 ４ ４ ） に 連 結 す る 。 こ の 状 態 で 、 回 転 ジ ャ ッ キ ４ ５ を 伸 長 し 、 ア
ウ タ リ ン グ ３ ３ を 一 方 方 向 に 回 転 す る こ と で 、 イ ン ナ リ ン グ ３ ５ を そ の 逆 方 向 （ 他 方 方 向
） に 回 転 し 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ と 共 に デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ を 後 方 に 移 動 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ こ で 、 回 転 ジ ャ ッ キ ４ ５ に よ る デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ の 移 動 動 作 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る
。 図 ２ に 示 す 状 態 か ら 回 転 ジ ャ ッ キ ４ ５ に よ り ア ウ タ リ ン グ ３ ３ を 反 時 計 回 り 方 向 （ 矢 印
Ａ 方 向 ） に 回 動 す る と 、 こ の ア ウ タ リ ン グ ３ ３ は 外 周 面 が カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ に 支 持 さ れ
て い る た め に 中 心 Ｏ １ 　 を 支 点 と し て 回 動 す る 。 一 方 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ は ガ イ ド 突 起
４ １ が カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ の ガ イ ド 溝 ３ ２ に 嵌 合 す る こ と で 、 前 後 に 移 動 自 在 で あ る が 回
転 不 能 に 支 持 さ れ て い る 。 そ の た め 、 イ ン ナ リ ン グ ３ ５ は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ア
ウ タ リ ン グ ３ ３ の 偏 心 孔 ３ ４ の カ ム 機 能 に よ り 中 心 Ｏ ２ 　 を 支 点 と し て 時 計 回 り 方 向 （ 矢
印 Ｂ 方 向 ） に 回 動 し な が ら 、 中 心 Ｏ ３ 　 を 支 点 と し て 時 計 回 り 方 向 （ 矢 印 Ｂ 方 向 ） に 揺 動
す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
即 ち 、 ア ウ タ リ ン グ ３ ３ と イ ン ナ リ ン グ ３ ５ の 偏 心 量 Ｌ １ 　 と 、 イ ン ナ リ ン グ ３ ５ と ス ラ
イ ド リ ン グ ３ ７ の 偏 心 量 Ｌ ２ 　 と が 同 量 で あ り 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ の 姿 勢 拘 束 に よ り 、
ア ウ タ リ ン グ ３ ３ と イ ン ナ リ ン グ ３ ５ と の 相 対 回 転 及 び 揺 動 が 、 ガ イ ド 溝 ３ ２ に 沿 う 前 後
方 向 以 外 の 方 向 （ ガ イ ド 溝 ３ ２ に 交 差 す る 方 向 ） の 力 を 互 い に 吸 収 す る 。 そ の た め 、 ス ラ
イ ド リ ン グ ３ ７ は 、 ガ イ ド 溝 ３ ２ に 沿 っ て 図 ３ （ ａ ） に て 右 方 （ 矢 印 Ｃ 方 向 ） に 移 動 す る
こ と が で き る 。 そ し て 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ア ウ タ リ ン グ ３ ３ を １ ２ ０ 度 回 動 す る
と 、 イ ン ナ リ ン グ ３ ５ は 逆 方 向 に １ ２ ０ 度 回 動 し 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ を 所 定 の 位 置 ま で
移 動 し 、 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ を カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ 内 に 引 き 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の 場 合 、 イ ン ナ リ ン グ ３ ５ の 中 心 Ｏ ２ 　 と ア ウ タ リ ン グ ３ ３ の 中 心 Ｏ １ 　 と の 距 離 （ 偏
心 量 ） Ｌ １ 　 が 一 定 で あ る と 共 に 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ の 中 心 Ｏ ３ 　 と イ ン ナ リ ン グ ３ ５
の 中 心 Ｏ ２ 　 と の 距 離 （ 偏 心 量 ） Ｌ ２ 　 が 一 定 で あ る た め 、 こ の 距 離 Ｌ １ 　 ， Ｌ ２ 　 を リ
ン ク と し て 置 き 換 え る こ と が で き 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ の 中 心 Ｏ ３ 　 は リ ン ク の ベ ク ト ル
の 範 囲 で 動 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
な お 、 ア ウ タ リ ン グ ３ ３ を 前 述 と は 逆 に 回 動 す る と 、 イ ン ナ リ ン グ ３ ５ も 前 述 と は 逆 に 回
動 及 び 揺 動 し 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ を ガ イ ド 溝 ３ ２ に 沿 っ て 前 述 と は 逆 方 向 に 移 動 し 、 図
１ に 示 す よ う に 、 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ を カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ か ら 前 方 に 突 出 し た 掘 削 位 置
に 戻 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
な お 、 カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ 、 ア ウ タ リ ン グ ３ ３ 、 イ ン ナ リ ン グ ３ ５ 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７
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の 各 摺 接 部 に は グ リ ー ス な ど を 注 入 し て 摩 擦 抵 抗 を 軽 減 す る と 共 に 、 掘 削 土 砂 の 侵 入 を 防
止 す る こ と で 、 互 い の 相 対 回 転 を ス ム ー ス に 行 う よ う に す る こ と が 望 ま し い 。 こ の 場 合 、
各 摺 接 部 に ボ ー ル ベ ア リ ン グ や ス ク リ ュ ー ベ ア リ ン グ な ど を 介 装 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ が カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ か ら 掘 進 方 向 前 方 に 突 出 し た 掘 削 作 業 位 置
で 、 カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ と ア ウ タ リ ン グ ３ ３ と イ ン ナ リ ン グ ３ ５ と を 貫 通 し て 掘 進 方 向 に
沿 っ た 土 砂 排 出 孔 ４ ８ が 設 け ら れ て い る 。 即 ち 、 図 ２ に 詳 細 に 示 す よ う に 、 カ ッ タ ス ポ ー
ク １ ８ に は 、 そ の 前 部 及 び 後 部 に 貫 通 孔 ４ ９ ， ５ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ア ウ タ リ ン
グ ３ ３ に は 、 扇 形 形 状 （ あ る い 三 日 月 形 状 ） を な す 一 対 の 支 持 壁 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ を 残 す よ
う に 、 イ ン ナ リ ン グ ３ ５ の 外 周 面 と の 間 に 貫 通 孔 ５ １ が 形 成 さ れ て い る 。 更 に 、 イ ン ナ リ
ン グ ３ ５ に は 、 扇 形 形 状 （ あ る い 三 日 月 形 状 ） を な す 一 対 の 支 持 壁 ３ ５ ａ ， ３ ５ ｂ を 残 す
よ う に 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ の 外 周 面 と の 間 に 貫 通 孔 ５ ２ ， ５ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
従 っ て 、 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ が カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ 、 つ ま り 、 カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ の 前 部 貫
通 孔 ４ ９ か ら 掘 進 方 向 前 方 に 突 出 し た 掘 削 作 業 位 置 に あ る と き 、 カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ の 前
部 貫 通 孔 ４ ９ 、 ア ウ タ リ ン グ ３ ３ の 貫 通 孔 ５ １ 、 イ ン ナ リ ン グ ３ ５ の 貫 通 孔 ５ ２ ， ５ ３ 、
カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ の 後 部 貫 通 孔 ５ ０ が 互 い に 連 通 す る こ と で 、 土 砂 排 出 孔 ４ ８ が 形 成 さ
れ 、 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ が 掘 削 し た 土 砂 を こ の 土 砂 排 出 孔 ４ ８ を 通 し て チ ャ ン バ ２ ４ に 取
り 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
更 に 、 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ が カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ 内 に 収 納 さ れ た 交 換 位 置 で 、 土 砂 排 出 孔
４ ８ が 閉 止 さ れ て 内 部 に 土 砂 が 侵 入 し な い よ う に な っ て い る 。 即 ち 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ
う に 、 ア ウ タ リ ン グ ３ ３ に は 、 前 述 し た よ う に 、 外 周 部 に 一 対 の 支 持 壁 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ が
形 成 さ れ て お り 、 こ の 支 持 壁 ３ ３ ａ 蓋 と し て が カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ の 前 部 貫 通 孔 ４ ９ を 閉
止 可 能 で あ り 、 支 持 壁 ３ ３ ｂ が カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ の 後 部 貫 通 孔 ５ ０ を 閉 止 可 能 と な っ て
い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ の 先 端 側 に は 支 持 壁 ３ １ に 密 着 し て デ ィ ス ク カ ッ
タ １ ９ を 支 持 し た ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ と イ ン ナ リ ン グ ３ ５ と ア ウ タ リ ン グ ３ ３ と が 互 い に
周 方 向 に の み 相 対 回 転 自 在 に 嵌 合 し た 状 態 で 配 設 さ れ て い る 。 そ し て 、 ア ウ タ リ ン グ ３ ３
は カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ に 対 し て 周 方 向 回 転 自 在 で あ る が 、 軸 方 向 に は 移 動 不 能 で あ り 、 ス
ラ イ ド リ ン グ ３ ７ 及 び イ ン ナ リ ン グ ３ ５ は セ ッ ト と し て ア ウ タ リ ン グ ３ ３ に 対 し て そ の 軸
方 向 に 移 動 可 能 と な っ て い る 。 即 ち 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ と イ ン ナ リ ン グ ３ ５ と ア ウ タ リ
ン グ ３ ３ と が 一 つ の セ ッ ト と し て カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ の 先 端 側 に 装 着 さ れ 、 こ れ ら に 隣 接
し て 中 空 円 柱 形 状 を な す ３ つ の ス ペ ー サ ５ ４ が 配 設 さ れ 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ と 連 結 さ れ
て い る 。 そ し て 、 こ の ス ペ ー サ ５ ４ が ス ト ッ パ ５ ５ ， ５ ６ に よ り カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ に 支
持 さ れ る こ と で 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ 及 び イ ン ナ リ ン グ ３ ５ が 位 置 保 持 さ れ 、 デ ィ ス ク カ
ッ タ １ ９ が 所 定 の 位 置 に 位 置 決 め さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
そ し て 、 交 換 可 能 な デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ が 装 着 さ れ た カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ と は 反 対 側 の カ
ッ タ ス ポ ー ク １ ８ 内 に 支 持 柱 ５ ７ が 固 定 さ れ て お り 、 こ の 支 持 柱 ５ ７ に 第 ２ 移 動 機 構 と し
て の 移 動 ジ ャ ッ キ ５ ８ が 装 着 可 能 と な っ て い る 。 一 方 、 各 ス ペ ー サ ５ ４ に は 連 結 部 ５ ９ が
取 付 け ら れ て お り 、 移 動 ジ ャ ッ キ ５ ８ の 駆 動 ロ ッ ド ６ ０ の 先 端 部 を こ の 連 結 部 ５ ９ に 連 結
可 能 と な っ て い る 。 従 っ て 、 通 常 掘 削 時 に は 、 カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ に は 移 動 ジ ャ ッ キ ５ ８ は
装 着 さ れ て い な い 。 一 方 、 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ の 交 換 時 に 、 ア ウ タ リ ン グ ３ ３ の 回 動 に よ
り ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ を 介 し て デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ を カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ 内 に 引 き 込 ん だ
と き 、 カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ に 移 動 ジ ャ ッ キ ５ ８ を 装 着 し 、 駆 動 ロ ッ ド ６ ０ の 先 端 部 を 連 結 部
５ ９ に 連 結 す る と 共 に 、 ス ト ッ パ ５ ５ ， ５ ６ を 取 り 外 す 。 こ の 状 態 で 、 移 動 ジ ャ ッ キ ５ ８
を 収 縮 す る こ と で 、 ス ペ ー サ ５ ４ と 共 に ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ （ デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ ） 及 び
イ ン ナ リ ン グ ３ ５ を 中 心 側 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
な お 、 掘 削 機 本 体 １ １ と カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ と の 間 に は 図 示 し な い 開 閉 扉 が 設 け ら れ て お り
、 カ ッ タ 交 換 時 に 、 カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ 内 を 掘 削 機 本 体 １ １ と 同 様 の ほ ぼ 大 気 圧 状 態 に 維 持
す る こ と で 、 作 業 者 は 掘 削 機 本 体 １ １ か ら こ の 開 閉 扉 を 開 放 し て カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ に 入 り
、 カ ッ タ 交 換 作 業 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
以 下 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た ト ン ネ ル 掘 削 機 に よ る ト ン ネ ル 掘 削 作 業 、 並 び に デ ィ ス ク カ
ッ タ １ ９ の 交 換 作 業 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ト ン ネ ル を 掘 削 形 成 す る に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 カ ッ タ 旋 回 モ ー タ ２ ２ に よ っ て カ ッ タ
ヘ ッ ド １ ７ を 回 転 し な が ら 、 複 数 の シ ー ル ド ジ ャ ッ キ を 伸 長 し て 既 設 セ グ メ ン ト へ の 押 し
付 け 反 力 に よ っ て 掘 削 機 本 体 １ １ を 前 進 さ せ る 。 す る と 、 多 数 の デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ を 前
方 の 地 盤 に 押 し 付 け て 圧 砕 し て 掘 削 す る と 共 に 、 各 カ ッ タ ビ ッ ト ２ ０ が 地 盤 を 掘 削 し 、 掘
削 土 砂 が 取 込 開 口 部 か ら チ ャ ン バ ２ ４ 内 に 取 り 込 ま れ 、 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ヤ ２ ５ に よ っ て
外 部 に 排 出 さ れ る 。 そ し て 、 シ ー ル ド ジ ャ ッ キ の 何 れ か 一 つ を 縮 み 方 向 に 作 動 し て 既 設 の
セ グ メ ン ト と の 間 に 空 所 を 形 成 し 、 エ レ ク タ 装 置 に よ っ て こ の 空 所 に 新 し い セ グ メ ン ト を
装 着 す る 。 こ の 作 業 の 繰 り 返 し 作 業 に よ っ て 所 定 長 さ の ト ン ネ ル を 掘 削 形 成 し て い く 。 こ
の と き 、 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ が 地 盤 を 破 砕 す る と 、 破 砕 し た 土 砂 は こ の デ ィ ス ク カ ッ タ １
９ の 両 側 に カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ に 形 成 さ れ た 土 砂 排 出 孔 ４ ８ を 通 し て チ ャ ン バ ２ ４ に 取 り
込 ま れ る こ と と な り 、 土 砂 が デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ の 周 辺 部 に 付 着 さ れ て デ ィ ス ク カ ッ タ １
９ の 回 動 を 邪 魔 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
こ の よ う な ト ン ネ ル 掘 削 作 業 を 実 施 し て い く 過 程 で 、 長 期 間 に わ た る ト ン ネ ル の 掘 削 作 業
に よ り デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ が 摩 耗 し て 掘 削 能 率 が 低 下 し た と き に は 、 新 し い も の と 交 換 す
る 必 要 が あ る 。 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ の 交 換 作 業 を 行 う 場 合 、 カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ の 旋 回 及 び
掘 削 機 本 体 １ １ の 前 進 を 停 止 す る が 、 カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ を カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ が 鉛 直 状 態
と な る 角 度 で 停 止 さ せ る 。 そ し て 、 カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ 内 や チ ャ ン バ ２ ４ 内 の 土 砂 を 全 て 排
出 し た 後 、 作 業 者 が 掘 削 機 本 体 １ １ か ら カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ 内 に 入 り 、 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９
の 交 換 作 業 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
作 業 者 は 、 ま ず 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ に 回 転 ジ ャ ッ キ ４ ５ を 装
着 し 、 駆 動 ロ ッ ド ４ ６ の 先 端 部 を 連 結 ロ ッ ド ４ ７ を 介 し て ア ウ タ リ ン グ ３ ３ の 連 結 部 ４ ３
に 連 結 す る 。 こ の 状 態 で 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 回 転 ジ ャ ッ キ ４ ５ を 伸 長 し て ア ウ タ
リ ン グ ３ ３ を 所 定 角 度 回 転 す る と 、 イ ン ナ リ ン グ ３ ５ は そ の 逆 方 向 に 回 転 し 、 ス ラ イ ド リ
ン グ ３ ７ が 後 方 に 移 動 す る 。 そ し て 、 回 転 ジ ャ ッ キ ４ ５ を フ ル ス ト ロ ー ク 伸 長 し た ら 、 連
結 ロ ッ ド ４ ７ を 連 結 部 ４ ４ に 連 結 し 直 し 、 再 び 、 回 転 ジ ャ ッ キ ４ ５ を 伸 長 し て ア ウ タ リ ン
グ ３ ３ を 回 転 す る 一 方 、 イ ン ナ リ ン グ ３ ５ を そ の 逆 方 向 に 回 転 す る 。 こ の 作 業 の 繰 り 返 し
に よ り 、 図 ４ （ ａ ） 及 び 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ア ウ タ リ ン グ ３ ３ 及 び イ ン ナ リ ン グ ３
５ を １ ２ ０ 度 回 動 し 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ を そ の 姿 勢 の ま ま 、 つ ま り 、 デ ィ ス ク カ ッ タ １
９ が 前 方 を 向 い た ま ま 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ を 所 定 の 位 置 ま で 移 動 し 、 こ の デ ィ ス ク カ ッ
タ １ ９ を カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ 内 に 引 き 込 む 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
次 に 、 カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ に 移 動 ジ ャ ッ キ ５ ８ を 装 着 し 、 駆 動 ロ ッ ド ６ ０ の 先 端 部 を ス ペ ー
サ ５ ４ の 連 結 部 ５ ９ に 連 結 す る と 共 に 、 ス ト ッ パ ５ ５ ， ５ ６ を 取 り 外 す 。 こ の 状 態 で 、 移
動 ジ ャ ッ キ ５ ８ を 収 縮 し て ス ペ ー サ ５ ４ と 共 に ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ 及 び イ ン ナ リ ン グ ３ ５
を 中 心 側 に 移 動 さ せ る 。 そ し て 、 ス ペ ー サ ５ ４ を 一 つ ず つ 取 り 外 す こ と で 、 図 ４ （ ｂ ） に
示 す よ う に 、 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ が 装 着 さ れ た ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ 及 び イ ン ナ リ ン グ ３ ５
を 中 心 部 に 移 動 す る 。 こ こ で 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ か ら 磨 耗 し た デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ を 取
り 外 し 、 新 し い デ ィ ス ク カ ッ タ を 装 着 す る 。 そ の 後 、 前 述 と は 逆 の 操 作 に よ り デ ィ ス ク カ
ッ タ を 所 定 の 位 置 に 戻 す 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
即 ち 、 移 動 ジ ャ ッ キ ５ ８ を 伸 長 し て 新 し い デ ィ ス ク カ ッ タ が 装 着 さ れ た ス ラ イ ド リ ン グ ３
７ 及 び イ ン ナ リ ン グ ３ ５ を カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ 内 に 移 動 す る と 共 に 、 ス ペ ー サ ５ ４ を 取 付
け 、 回 転 ジ ャ ッ キ ４ ５ を 繰 り 返 し 伸 縮 動 作 す る こ と で 、 ア ウ タ リ ン グ ３ ３ を 前 述 と は 逆 に
回 動 し 、 イ ン ナ リ ン グ ３ ５ を 回 動 し て ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ を 前 方 に 移 動 し 、 図 １ に 示 す よ
う に 、 新 し い デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ を カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ か ら 前 方 に 突 出 し た 掘 削 位 置 に 戻
す 。 そ の 後 、 移 動 ジ ャ ッ キ ５ ８ や 回 転 ジ ャ ッ キ ４ ５ を 取 り 外 す 。
【 ０ ０ ５ １ 】
上 述 し た よ う に 磨 耗 し た デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ の 交 換 ざ ょ う が 終 了 し た ら 、 再 び 、 カ ッ タ 旋
回 モ ー タ ２ ２ に よ っ て カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ を 回 転 し な が ら 、 複 数 の シ ー ル ド ジ ャ ッ キ を 伸 長
し て 掘 削 機 本 体 １ １ を 前 進 さ せ 、 多 数 の デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ や カ ッ タ ビ ッ ト ２ ０ に よ り 地
盤 を 掘 削 し 、 ト ン ネ ル 掘 削 作 業 を 継 続 し て 行 う 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
こ の よ う に 本 実 施 形 態 の ト ン ネ ル 掘 削 機 に あ っ て は 、 カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ 内 に ア ウ タ リ ン
グ ３ ３ を 回 転 自 在 に 支 持 し 、 こ の ア ウ タ リ ン グ ３ ３ の 偏 心 位 置 に イ ン ナ リ ン グ ３ ５ を 回 転
自 在 に 支 持 し 、 こ の イ ン ナ リ ン グ ３ ５ の 偏 心 位 置 に ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ を 回 転 自 在 に 支 持
し 、 こ の ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ に デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ を 装 着 し 、 回 転 ジ ャ ッ キ ４ ５ に よ り ア
ウ タ リ ン グ ３ ３ を 一 方 方 向 に 回 転 す る こ と で イ ン ナ リ ン グ ３ ５ を 逆 方 向 に 回 転 し て ス ラ イ
ド リ ン グ ３ ７ を 掘 進 方 向 前 方 あ る い は 後 方 に 移 動 可 能 と す る と 共 に 、 移 動 ジ ャ ッ キ ５ ８ に
よ り イ ン ナ リ ン グ ３ ５ を 介 し て ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ を カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ の 径 方 向 に 沿 っ て
移 動 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
従 っ て 、 互 い に 偏 心 し た ア ウ タ リ ン グ ３ ３ 及 び イ ン ナ リ ン グ ３ ５ を 互 い に 逆 方 向 に 回 転 す
る こ と で 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ を 後 方 に 移 動 し て デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ を カ ッ タ ス ポ ー ク １
８ 内 に 引 き 込 み 、 移 動 ジ ャ ッ キ ５ ８ に よ り イ ン ナ リ ン グ ３ ５ と 共 に ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ を
カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ の 中 心 側 に 移 動 し て デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ を 交 換 位 置 に 移 動 し 、 こ こ で 磨
耗 し た デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ を 新 し い も の と 交 換 す る こ と が で き 、 装 置 を 複 雑 に す る こ と な
く 、 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ８ を 短 時 間 で 容 易 に 、 且 つ 、 安 全 に 交 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
ま た 、 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ が カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ か ら 掘 進 方 向 前 方 に 突 出 し た 掘 削 作 業 位 置
で 、 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ の 掘 削 し た 土 砂 を チ ャ ン バ ２ ４ 内 に 取 り 込 む 土 砂 排 出 孔 ４ ８ を 、
カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ の 貫 通 孔 ４ ９ ， ５ ０ 、 ア ウ タ リ ン グ ３ ３ の 貫 通 孔 ５ １ 、 イ ン ナ リ ン グ
３ ５ の 貫 通 孔 ５ ２ ， ５ ３ と し て 設 け て い る 。 従 っ て 、 互 い に 相 対 回 転 可 能 に 構 成 し た ア ウ
タ リ ン グ ３ ３ と イ ン ナ リ ン グ ３ ５ と ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ と の 嵌 合 構 成 に 支 障 な く 、 土 砂 排
出 孔 ４ ８ を 設 け る こ と が で き 、 こ の 土 砂 排 出 孔 ４ ８ に よ り デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ が 破 砕 し た
土 砂 を チ ャ ン バ ２ ４ に 適 正 に 取 り 込 む こ と が で き 、 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ へ の 土 砂 の 付 着 を
防 止 に よ る デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ の 機 能 障 害 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
図 ６ に 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る カ ッ タ 移 動 装 置 を 適 用 し た ト ン ネ ル 掘 削 機 に お け る ス
ポ ー ク の 断 面 、 図 ７ に デ ィ ス ク カ ッ タ の 交 換 作 業 を 表 す カ ッ タ ス ポ ー ク の 断 面 を 示 す 。 な
お 、 前 述 し た 実 施 形 態 で 説 明 し た も の と 同 様 の 機 能 を 有 す る 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て
重 複 す る 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
第 ２ 実 施 形 態 の ト ン ネ ル 掘 削 機 に お い て 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ の 内 周
面 に は ア イ ド ル リ ン グ （ 蓋 ） ６ １ が 回 動 自 在 に 嵌 合 し 、 こ の ア イ ド ル リ ン グ ６ １ の 内 周 面
に は ア ウ タ リ ン グ ３ ３ が 回 動 自 在 に 嵌 合 し て い る 。 そ し て 、 こ の ア ウ タ リ ン グ ３ ３ の 偏 心
位 置 に イ ン ナ リ ン グ ３ ５ が 回 動 自 在 に 嵌 合 し 、 こ の イ ン ナ リ ン グ ３ ５ の 偏 心 位 置 に ス ラ イ
ド リ ン グ ３ ７ が 相 対 回 転 自 在 に 嵌 合 す る 共 に 、 ガ イ ド 溝 ３ ２ に よ り 前 後 方 向 移 動 自 在 に 支
持 さ れ 、 こ の ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ に デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
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そ し て 、 土 砂 排 出 孔 ６ ２ と し て 、 カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ の 貫 通 孔 ４ ９ ， ５ ０ 、 ア イ ド ル リ ン
グ ６ １ の 前 後 の 貫 通 孔 ６ ３ ， ６ ４ 、 ア ウ タ リ ン グ ３ ３ の 貫 通 孔 ５ １ 、 イ ン ナ リ ン グ ３ ５ の
貫 通 孔 ５ ２ ， ５ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 ア ウ タ リ ン グ ３ ３ は 回 動 ジ ャ ッ キ ４ ５ に よ り 回 動 可
能 で あ る と 共 に 、 ア イ ド ル リ ン グ ６ １ は 図 示 し な い 回 動 ジ ャ ッ キ に よ り ア ウ タ リ ン グ ３ ３
と の 独 立 し て 移 動 可 能 で あ り 、 イ ン ナ リ ン グ ３ ５ 及 び ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ は 移 動 ジ ャ ッ キ
５ ８ に よ り カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ の 軸 方 向 に 移 動 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
従 っ て 、 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ を 交 換 す る に は 、 ま ず 、 所 定 の 位 置 に 回 転 ジ ャ ッ キ ４ ５ を 装
着 し て 伸 長 し 、 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ア ウ タ リ ン グ ３ ３ を 所 定 角 度 回 転 し て イ ン ナ リ
ン グ ３ ５ を そ の 逆 方 向 に 回 転 し 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ を 後 方 に 移 動 さ せ る 。 回 転 ジ ャ ッ キ
４ ５ の 装 着 位 置 を 変 更 し て 伸 長 作 業 を 繰 り 返 す こ と で 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ア ウ タ
リ ン グ ３ ３ 及 び イ ン ナ リ ン グ ３ ５ を １ ８ ０ 度 回 動 し 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ を そ の 姿 勢 の ま
ま 所 定 の 位 置 ま で 移 動 し 、 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ を カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ 内 に 引 き 込 む 。 そ し
て 、 所 定 の 位 置 に 回 動 ジ ャ ッ キ を 装 着 し て 伸 長 し 、 ア イ ド ル リ ン グ ６ １ を 所 定 角 度 回 転 し
、 こ の ア イ ド ル リ ン グ ６ １ に よ り カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ の 貫 通 孔 ４ ９ ， ５ ０ を 閉 止 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
次 に 、 所 定 の 位 置 に 移 動 ジ ャ ッ キ ５ ８ を 装 着 し て 収 縮 し て ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ 及 び イ ン ナ
リ ン グ ３ ５ を 中 心 側 に 移 動 さ せ 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ か ら 磨 耗 し た デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ を
取 り 外 し 、 新 し い デ ィ ス ク カ ッ タ を 装 着 す る 。 そ し て 、 前 述 と は 逆 の 操 作 に よ り デ ィ ス ク
カ ッ タ を 所 定 の 位 置 に 戻 す 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
こ の よ う に 第 ２ 実 施 形 態 の ト ン ネ ル 掘 削 機 に あ っ て は 、 カ ッ タ 交 換 作 業 時 に 、 土 砂 排 出 孔
６ ２ 々 閉 止 す る ア イ ド ル リ ン グ ６ １ を カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ は ア ウ タ リ ン グ ３ ３ と の 間 に 独
立 し て 回 動 可 能 に 設 け て い る 。 従 っ て 、 ア ウ タ リ ン グ ３ ３ 及 び イ ン ナ リ ン グ ３ ５ を １ ８ ０
度 回 動 可 能 と し て ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ を 最 長 距 離 移 動 す る こ と で 、 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ を
確 実 に カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ 内 に 収 納 す る こ と が で き 、 小 型 化 に 寄 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
な お 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ に 対 し て ア ウ タ リ ン グ ３ ３ 、 イ ン ナ リ
ン グ ３ ５ 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ を そ れ ぞ れ 円 盤 形 状 と し て 互 い に 相 対 回 転 可 能 に 嵌 合 す る
こ と で 、 互 い の 内 外 周 面 で 荷 重 を 受 け 止 め る こ と が で き て 構 造 的 に 望 ま し い が 、 相 互 に 接
触 す る 部 材 の 内 外 周 の 一 方 を 三 角 形 や 四 角 形 な ど の 多 角 形 状 と し 、 そ の 角 部 に 円 弧 を 設 け
る こ と で 、 容 易 に 相 対 回 転 あ る い は 相 対 移 動 可 能 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
ま た 、 上 述 の 実 施 形 態 で は 、 ア ウ タ リ ン グ ３ ３ を 一 方 に 回 転 す る こ と で イ ン ナ リ ン グ ３ ５
を 他 方 に 回 転 さ せ る こ と で 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ を ガ イ ド 溝 ３ ２ に 沿 っ て 移 動 さ せ る よ う
に し た が 、 イ ン ナ リ ン グ ３ ５ を 一 方 に 回 転 す る こ と で ア ウ タ リ ン グ ３ ３ を 他 方 に 回 転 し 、
ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ を 移 動 さ せ る よ う に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
ま た 、 カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ の 支 持 壁 ３ １ に 凹 形 状 の 直 線 状 を な す ガ イ ド 溝 ３ ２ を 形 成 し 、
こ の ガ イ ド 溝 ３ ２ に ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ の ガ イ ド 突 起 ４ １ を 嵌 合 す る こ と で 、 ス ラ イ ド リ
ン グ ３ ７ を 前 後 に 移 動 可 能 で あ る と 共 に 回 転 不 能 に 支 持 し た が 、 ガ イ ド 溝 ３ ２ を 形 状 を 湾
曲 形 状 や 状 や Ｓ 字 形 状 な ど の 曲 線 状 と す る こ と で 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ を 曲 線 状 に 移 動 し
、 デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ を 所 定 角 度 揺 動 し た 姿 勢 で カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ 内 に 取 り 込 む よ う に
し て も よ い 。 ま た 、 支 持 壁 ３ １ の ガ イ ド 溝 ３ ２ と ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ の ガ イ ド 突 起 ４ １ と
の 凹 凸 関 係 は 逆 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
ま た 、 ア ウ タ リ ン グ ３ ３ の 中 心 Ｏ １ 　 と イ ン ナ リ ン グ ３ ５ の 中 心 Ｏ ２ 　 と の 偏 心 量 Ｌ １ 　

と 、 イ ン ナ リ ン グ ３ ５ の 中 心 Ｏ ２ 　 と ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ の 中 心 Ｏ ３ 　 と の 偏 心 量 Ｌ ２ 　

と を 同 量 と し た が 、 偏 心 量 Ｌ １ 　 と 偏 心 量 Ｌ ２ 　 と の 関 係 を １ ： １ で は な く 、 ２ ： １ や ３
： １ で あ っ て も よ く 、 カ ッ タ ヘ ッ ド １ ７ の 大 き さ に 応 じ て 適 宜 設 定 す れ ば よ い も の で あ る
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。 更 に 、 ア ウ タ リ ン グ ３ ３ と イ ン ナ リ ン グ ３ ５ と の 相 対 回 転 に よ り ス ラ イ ド リ ン グ ３ ７ を
直 線 移 動 す る よ う に し た が 、 回 転 盤 （ リ ン グ ） の 数 ば ２ つ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 適
宜 用 い れ ば 良 い も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
更 に 、 本 実 施 形 態 で は 、 １ つ の カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ に １ つ の デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ を 装 着 し
て 着 脱 自 在 と し た が 、 １ つ の カ ッ タ ス ポ ー ク １ ８ に 複 数 の デ ィ ス ク カ ッ タ ２ ３ を 並 べ て 装
着 し て も よ い 。 即 ち 、 ス ペ ー サ ５ ４ の 代 わ り に ア ウ タ リ ン グ ３ ３ と イ ン ナ リ ン グ ３ ５ と ス
ラ イ ド リ ン グ ３ ７ 及 び デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ 等 の セ ッ ト を 設 け れ ば よ く 、 １ つ の カ ッ タ ス ポ
ー ク １ ８ に 複 数 の 交 換 可 能 な デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ を 装 着 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
ま た 、 上 述 し た 各 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 を デ ィ ス ク カ ッ タ １ ９ の 交 換 装 置 に 適 用 し た が 、
カ ッ タ ビ ッ ト ２ ０ の 交 換 装 置 と し て 適 用 し て も よ い 。 更 に 、 本 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 及 び
方 法 を カ ッ タ の 交 換 装 置 及 び 方 法 に 適 用 し た が 、 予 備 カ ッ タ の 移 動 装 置 に 適 用 す る こ と も
で き る 。 即 ち 、 土 砂 を 掘 削 す る 固 定 カ ッ タ ビ ッ ト に 対 し て 、 予 備 カ ッ タ を カ ッ タ ス ポ ー ク
内 に 収 容 し て お き 、 固 定 カ ッ タ ビ ッ ト が 磨 耗 し た ら 本 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 に よ り 予 備 カ
ッ タ を 突 出 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 土 砂 を 掘 削 す る 固 定 カ ッ タ ビ ッ ト に 対 し て 、 シ
ー ト パ イ ル な ど の 障 害 物 切 断 用 に 硬 質 カ ッ タ を カ ッ タ ス ポ ー ク 内 に 収 容 し て お き 、 前 方 に
障 害 物 が 検 知 さ れ た ら 本 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 に よ り 硬 質 カ ッ タ を 突 出 し て 障 害 物 を 切 断
す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
そ し て 、 本 発 明 の ト ン ネ ル 掘 削 機 は 、 泥 水 式 あ る い は 泥 土 圧 式 シ ー ル ド 掘 削 機 や ト ン ネ ル
ボ ー リ ン グ マ シ ン に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 実 施 形 態 に お い て 詳 細 に 説 明 し た よ う に 請 求 項 １ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 に よ れ ば
、 カ ッ タ ヘ ッ ド に 設 け ら れ た 第 １ 回 転 盤 に 、 そ の 中 心 か ら 偏 心 し た 位 置 に 第 ２ 回 転 盤 を 内
装 し 、 こ の 第 ２ 回 転 盤 に 先 端 部 が 掘 進 方 向 前 方 を 向 く カ ッ タ を 内 装 し 、 第 １ 回 転 盤 あ る い
は 第 ２ 回 転 盤 を 一 方 方 向 に 回 転 す る こ と で 他 方 の 回 転 盤 を 他 方 方 向 に 回 転 し て カ ッ タ を 掘
進 方 向 前 方 あ る い は 後 方 に 移 動 さ せ る 第 １ 移 動 機 構 を 設 け た の で 、 カ ッ タ 移 動 作 業 の 作 業
性 及 び 安 全 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る と 共 に 、 装 置 の 簡 素 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
請 求 項 ２ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 に よ れ ば 、 カ ッ タ ヘ ッ ド と カ ッ タ と の 間 に 、 第 １ 移 動 機
構 に よ り 移 動 す る カ ッ タ の 姿 勢 を 保 持 す る ガ イ ド 機 構 を 設 け た の で 、 カ ッ タ を 所 定 の 姿 勢
の ま ま で 移 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
請 求 項 ３ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 に よ れ ば 、 第 ２ 回 転 盤 の 中 心 か ら 偏 心 し た 位 置 に 移 動 盤
を 内 装 し 、 こ の 移 動 盤 に カ ッ タ を 装 着 し 、 ガ イ ド 機 構 は 、 移 動 盤 の 回 転 方 向 の 姿 勢 を 拘 束
す る こ と で カ ッ タ の 向 き を 保 持 す る の で 、 カ ッ タ を 適 正 に 支 持 し て 所 定 の 姿 勢 の ま ま で 容
易 に 移 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
請 求 項 ４ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 に よ れ ば 、 第 １ 回 転 盤 に 対 す る 第 ２ 回 転 盤 の 偏 心 量 と 、
第 ２ 回 転 盤 に 対 す る 移 動 盤 の 偏 心 量 を 同 量 に 設 定 し た の で 、 簡 単 な 構 成 で 確 実 に カ ッ タ を
所 定 ス ト ロ ー ク 移 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
請 求 項 ５ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 に よ れ ば 、 第 １ 移 動 機 構 を カ ッ タ ヘ ッ ド の 中 心 側 に 設 け
、 第 １ 回 転 盤 あ る い 第 ２ 回 転 盤 に 連 結 し た の で 、 カ ッ タ ス ポ ー ク の 大 型 化 を 防 止 す る こ と
が で き る と 共 に 、 カ ッ タ 交 換 作 業 時 に 作 業 者 が カ ッ タ ス ポ ー ク 内 に 移 動 す る 必 要 が な く な
っ て 作 業 の 安 全 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
請 求 項 ６ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 に よ れ ば 、 第 １ 移 動 機 構 は 、 カ ッ タ を 第 １ 回 転 盤 の 中 心
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を 通 る 直 線 方 向 に 沿 っ て 移 動 さ せ る の で 、 カ ッ タ を 最 短 距 離 で 確 実 に 移 動 す る こ と が で き
、 装 置 の 小 型 化 に 寄 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
請 求 項 ７ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 に よ れ ば 、 カ ッ タ ヘ ッ ド は そ の 中 心 部 か ら 放 射 状 に 配 設
さ れ た 複 数 の カ ッ タ ス ポ ー ク を 有 し 、 カ ッ タ ス ポ ー ク 内 に 第 １ 回 転 盤 と 第 ２ 回 転 盤 と カ ッ
タ が 収 容 さ れ た の で 、 カ ッ タ ス ポ ー ク の 外 側 へ の 突 出 物 を 無 く し て 装 置 を 小 型 化 、 簡 素 化
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
請 求 項 ８ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 に よ れ ば 、 カ ッ タ が カ ッ タ ヘ ッ ド か ら 掘 進 方 向 前 方 に 突
出 し た 位 置 で 、 カ ッ タ ヘ ッ ド と 第 １ 回 転 盤 と 第 ２ 回 転 盤 を 貫 通 し て 掘 進 方 向 に 沿 っ た 土 砂
排 出 孔 を 設 け た の で 、 互 い に 相 対 回 転 可 能 に 構 成 し た 第 １ 、 第 ２ 回 転 盤 の 嵌 合 構 成 に 支 障
な く 、 土 砂 排 出 孔 を 設 け る こ と が で き 、 こ の 土 砂 排 出 孔 に よ り カ ッ タ が 掘 削 し た 土 砂 を チ
ャ ン バ に 適 正 に 取 り 込 む こ と が で き 、 カ ッ タ へ の 土 砂 の 付 着 を 防 止 に よ る カ ッ タ の 機 能 障
害 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
請 求 項 ９ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 に よ れ ば 、 カ ッ タ が カ ッ タ ヘ ッ ド に 収 納 し た 位 置 で 、 土
砂 排 出 孔 を 閉 止 す る 蓋 を 第 １ 回 転 盤 に 設 け た の で 、 カ ッ タ 交 換 時 に は 蓋 に よ り 土 砂 排 出 孔
を 閉 止 す る こ と で 、 機 内 へ の 土 砂 侵 入 を 防 止 し て 作 業 の 安 全 性 を 確 保 す る こ と が で き る と
共 に 、 蓋 を 第 １ 回 転 盤 に 設 け た こ と で 装 置 の 大 型 化 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
請 求 項 １ ０ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 に よ れ ば 、 カ ッ タ が カ ッ タ ヘ ッ ド に 収 納 し た 位 置 で 、
土 砂 排 出 孔 を 閉 止 す る 蓋 を カ ッ タ ヘ ッ ド と 第 １ 回 転 盤 と の 間 に 設 け た の で 、 第 １ 、 第 ２ 回
転 盤 と は 別 に 蓋 を 回 動 す る こ と が で き 、 汎 用 性 を 向 上 す る こ と か で き る と 共 に 、 回 転 盤 の
回 動 角 度 を 適 宜 設 定 す る こ と で 、 カ ッ タ を 確 実 に カ ッ タ ス ポ ー ク 内 に 収 納 す る こ と が で き
、 小 型 化 に 寄 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
請 求 項 １ １ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 装 置 に よ れ ば 、 カ ッ タ を 内 装 し た 第 ２ 回 転 盤 あ る い は カ ッ
タ 及 び 第 ２ 回 転 盤 を 内 装 し た 第 １ 回 転 盤 を カ ッ タ ヘ ッ ド の 中 心 側 に 移 動 す る 第 ２ 移 動 機 構
を 設 け た の で 、 カ ッ タ を 交 換 の 容 易 な カ ッ タ ヘ ッ ド の 中 心 側 に 移 動 す る こ と で 、 作 業 性 を
向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
ま た 、 請 求 項 １ ２ の 発 明 の カ ッ タ 交 換 方 法 は 、 カ ッ タ ヘ ッ ド に 設 け ら れ た 第 １ 回 転 盤 を 一
方 方 向 に 回 転 す る こ と で 、 第 １ 回 転 盤 の 偏 心 位 置 に 内 装 さ れ た 第 ２ 回 転 盤 を 他 方 方 向 に 回
転 し 、 第 ２ 回 転 盤 の 偏 心 位 置 に 内 装 さ れ て カ ッ タ ヘ ッ ド の 突 出 位 置 に あ る カ ッ タ を 後 方 の
収 納 位 置 に 移 動 し 、 続 い て 収 納 位 置 に あ る カ ッ タ を カ ッ タ ヘ ッ ド の 中 心 側 に 移 動 し て 交 換
す る よ う に し た の で 、 作 業 者 が 交 換 す る カ ッ タ の 近 傍 ま で い く 必 要 が な く 、 交 換 作 業 の し
や す い 位 置 に カ ッ タ を 移 動 す る こ と が で き 、 カ ッ タ 交 換 作 業 の 作 業 性 及 び 安 全 性 を 向 上 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
請 求 項 １ ３ の 発 明 の カ ッ タ 交 換 方 法 に よ れ ば 、 第 １ 移 動 機 構 に よ る カ ッ タ の 収 納 位 置 へ の
移 動 に 同 期 し て 、 第 １ 回 転 盤 が カ ッ タ ヘ ッ ド の 前 後 方 向 に 貫 通 し て 設 け ら れ た 土 砂 排 出 孔
を 閉 止 す る よ う に し た の で 、 カ ッ タ 交 換 時 に は 蓋 に よ り 土 砂 排 出 孔 を 閉 止 す る こ と で 、 機
内 へ の 土 砂 侵 入 を 防 止 し て 作 業 の 安 全 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
ま た 、 請 求 項 １ ４ の 発 明 の カ ッ タ 移 動 方 法 は 、 カ ッ タ ヘ ッ ド に 設 け ら れ た 第 １ 回 転 盤 を 一
方 方 向 に 回 転 す る こ と で 、 第 １ 回 転 盤 の 偏 心 位 置 に 内 装 さ れ た 第 ２ 回 転 盤 を 他 方 方 向 に 回
転 し 、 第 ２ 回 転 盤 の 偏 心 位 置 に 内 装 さ れ て カ ッ タ ヘ ッ ド の 収 納 位 置 に あ る 予 備 カ ッ タ を 前
方 に 移 動 し 、 カ ッ タ ヘ ッ ド に 設 け ら れ た 固 定 カ ッ タ よ り 突 出 し た 突 出 位 置 に 移 動 す る よ う
に し た の で 、 収 納 位 置 に あ る 予 備 カ ッ タ を 短 時 間 で 容 易 に 突 出 位 置 に 移 動 す る こ と が で き
、 作 業 性 を 向 上 す る こ と が で き る と 共 に 、 装 置 を 小 型 化 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ８ ２ 】
ま た 、 請 求 項 １ ５ の 発 明 の ト ン ネ ル 掘 削 機 に よ れ ば 、 掘 削 機 本 体 の 前 部 に 放 射 状 を な す カ
ッ タ ス ポ ー ク を 有 す る カ ッ タ ヘ ッ ド を 駆 動 回 転 可 能 に 装 着 し 、 こ の カ ッ タ ス ポ ー ク 内 に そ
の 長 手 方 向 に 沿 っ た 軸 心 を も っ た 第 １ 回 転 盤 を 回 動 自 在 に 装 着 し 、 第 １ 回 転 盤 の 中 心 か ら
偏 心 し た 位 置 に 第 ２ 回 転 盤 を 内 装 し 、 第 ２ 回 転 盤 に 先 端 部 が 掘 進 方 向 前 方 を 向 く カ ッ タ を
内 装 し 、 第 １ 回 転 盤 あ る い 第 ２ 回 転 盤 を 一 方 方 向 に 回 転 す る こ と で 他 方 の 回 転 盤 を 他 方 方
向 に 回 転 し て カ ッ タ を 掘 進 方 向 前 方 あ る い は 後 方 に 移 動 さ せ る 第 １ 移 動 機 構 と 、 カ ッ タ を
内 装 し た 第 ２ 回 転 盤 あ る い は カ ッ タ 及 び 第 ２ 回 転 盤 を 内 装 し た 第 １ 回 転 盤 を カ ッ タ ヘ ッ ド
の 中 心 側 に 移 動 す る 第 ２ 移 動 機 構 と を 設 け た の で 、 第 １ 移 動 機 構 に よ り 互 い に 偏 心 し た 第
１ 、 第 ２ 回 転 盤 を 互 い に 他 方 方 向 に 回 転 す る こ と で カ ッ タ を 後 方 に 移 動 し て カ ッ タ ス ポ ー
ク 内 に 引 き 込 み 、 第 ２ 移 動 機 構 に よ り 少 な く と も カ ッ タ を カ ッ タ ヘ ッ ド の 中 心 側 に 移 動 し
、 こ こ で 磨 耗 し た カ ッ タ を 新 し い も の と 交 換 す る こ と が で き 、 装 置 を 複 雑 に す る こ と な く
、 カ ッ タ を 短 時 間 で 容 易 に 、 且 つ 、 安 全 に 交 換 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る カ ッ タ 移 動 装 置 を 適 用 し た ト ン ネ ル 掘 削 機 の 概 略 断
面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 デ ィ ス ク カ ッ タ の 交 換 作 業 を 表 す ト ン ネ ル 掘 削 機 の 要 部 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 デ ィ ス ク カ ッ タ の 交 換 作 業 を 表 す カ ッ タ ス ポ ー ク の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る カ ッ タ 移 動 装 置 を 適 用 し た ト ン ネ ル 掘 削 機 に お け る
ス ポ ー ク の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 デ ィ ス ク カ ッ タ の 交 換 作 業 を 表 す カ ッ タ ス ポ ー ク の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ １ 　 掘 削 機 本 体
１ ７ 　 カ ッ タ ヘ ッ ド
１ ８ 　 カ ッ タ ス ポ ー ク
１ ９ 　 デ ィ ス ク カ ッ タ
２ ２ 　 カ ッ タ 旋 回 モ ー タ
２ ４ 　 チ ャ ン バ
３ １ 　 支 持 壁
３ ２ 　 ガ イ ド 溝 （ ガ イ ド 機 構 ）
３ ３ ア ウ タ リ ン グ （ 第 １ 回 転 盤 ）
３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ 　 支 持 壁 （ 蓋 ）
３ ５ 　 イ ン ナ リ ン グ （ 第 ２ 回 転 盤 ）
３ ７ 　 ス ラ イ ド リ ン グ （ 移 動 盤 ）
４ １ 　 ガ イ ド 突 起 （ ガ イ ド 機 構 ）
４ ５ 　 回 転 ジ ャ ッ キ （ 第 １ 移 動 機 構 ）
４ ７ 　 連 結 ロ ッ ド
４ ８ 　 土 砂 排 出 孔
４ ９ ， ５ ０ ， ５ １ ， ５ ２ ， ５ ３ 　 貫 通 孔
５ ８ 　 移 動 ジ ャ ッ キ （ 第 ２ 移 動 機 構 ）
６ １ 　 ア イ ド ル リ ン グ （ 蓋 ）
６ ２ 　 土 砂 排 出 孔
６ ３ ， ６ ４ 　 貫 通 孔
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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